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第
２
回
「
日
本
警
察
の
今

昔
―
身
の
上
相
談
か
ら
監
視

カ
メ
ラ
ま
で
」
（
１２
月
２０

日
）
で
は
、
市
民
と
警
察
の

関
係
を
宮
地
忠
彦
法
学
部
准

教
授
（
日
本
政
治
史
）
と
白

藤
博
行
同
教
授
（
行
政
法
）

が
論
じ
た
。

宮
地
准
教
授
は
、
大
正
時

代
を
中
心
と
す
る
戦
前
の
警

察
行
政
を
取
り
上
げ
た
。
米

騒
動
を
機
に
「
警
察
の
民
衆

化
、
民
衆
の
警
察
化
」
が
図

ら
れ
、
警
察
署
で
も
め
ご
と

相
談
が
行
わ
れ
て
い
た
と
説

明
。
こ
わ
も
て
の
対
応
を
悪

用
す
る
風
潮
を
生
む
一
方

で
、
結
成
を
推
進
し
た
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
自
警

団
）
が
関
東
大
震
災
で
他
民

族
を
殺
傷
す
る
な
ど
暴
走
し

た
事
実
を
指
摘
し
、
「
個
人

の
保
護
と
警
察
の
権
限
と
の

バ
ラ
ン
ス
は
現
在
に
共
通
す

る
課
題
。
過
去
の
教
訓
を
も

っ
と
学
ぶ
べ
き
で
は
」
と
問

題
提
起
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
白
藤
教
授

は
「
警
察
庁
は
２
０
０
３
年

を
治
安
回
復
元
年
と
し
て
、

テ
ロ
や
組
織
犯
罪
な
ど
の
対

策
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
な
ど
予
防
的
な
警
察
の

強
化
を
進
め
て
き
た
。
そ
う

し
た
予
防
警
察
を
支
え
る
思

想
と
し
て
、
最
近
の
ド
イ
ツ

に
お
け
る
『
安
全
の
中
の
自

由
』
論
が
あ
る
」
と
説
明
。

治
安
維
持
の
た
め
の
予
防
捜

査
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘

し
た
。
司
会
を
前
川
亨
同
教

授
が
担
当
し
、
質
疑
応
答
で

は
特
定
秘
密
保
護
法
や
警
察

の
民
事
介
入
に
つ
い
て
も
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

学
校
法
人
専
修
大
学
の
２

０
１
４
年
度
補
正
予
算
は
、

１２
月
１０
日
開
催
の
理
事
会
・

評
議
員
会
の
議
決
を
経
て
別

表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

１

資
金
収
支
補
正
予
算

―
当
初
予
算
額
と
の
比
較
―

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
６
億
９
３
７

１
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比

２
・
０６
％
増
）
で
３
４
２
億

７
４
７
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。収

入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
３
億
１
７
３
７
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１
・
１６
％

増
）
で
２
７
４
億
９
３
３
２

万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３

億
７
６
３
４
万
円
の
増
で
６７

億
８
１
３
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
７
億
６
６
４
３
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
２
・
８２
％

増
）
で
２
７
８
億
７
４
０
０

万
円
。
次
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当

初
予
算
に
比
べ
７
２
７
１
万

円
の
減
（
当
初
予
算
比
１
・

１２
％
減
）
で
６４
億
６９
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

２

消
費
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
消
費
収
入
の
部
で

は
、
帰
属
収
入
合
計
（
学
校

法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い
収

入
）
が
当
初
予
算
に
比
べ
２

億
２
０
３
０
万
円
の
減
（
当

初
予
算
比
０
・
９２
％
減
）
で

２
３
６
億
４
４
１
７
万
円
。

基
本
金
組
入
額
合
計
が
当
初

予
算
に
比
べ
９
２
９
６
万
円

の
増
（
当
初
予
算
比
１
・
８８

％
増
）
で
５０
億
２
０
７
３
万

円
。
消
費
収
入
の
部
合
計

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
億

１
３
２
７
万
円
の
減
（
当
初

予
算
比
１
・
６５
％
減
）
で
１

８
６
億
２
３
４
３
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消

費
支
出
の
部
合
計
が
当
初
予

算
に
比
べ
６
億
９
２
６
０
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
２
・

９２
％
増
）
で
２
４
３
億
３
６

５
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

当
年
度
消
費
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
１０
億

５
８
７
万
円
の
増
（
当
初
予

算
比
２１
・
３６
％
増
）
で
５７
億

１
３
１
２
万
円
の
消
費
支
出

超
過
額
と
な
っ
て
い
る
。
前

年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

（
３
２
９
億
５
５
９
３
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
は
、
当
初

予
算
に
比
べ
７
億
８
６
０
７

万
円
の
減
（
当
初
予
算
比
１

・
９９
％
減
）
で
３
８
６
億
６

９
０
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

∥

☆

∥

専
修
大
学
法
学
研
究
所

（
所
長
‥
田
口
文
夫
教

授
）
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に

法
律
学
と
政
治
学
の
両
面

か
ら
掘
り
下
げ
る
市
民
公

開
講
座
を
、
昨
年
１１
月
か

ら
１
月
ま
で
、
３
回
に
わ

た
り
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
し
た
。
一
般
の
市
民

の
方
々
に
複
雑
な
社
会
現

象
を
立
体
的
に
把
握
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た

初
め
て
の
企
画
で
、
好
評

を
博
し
た
。

∥

☆

∥

今
年
で
第
７
回
を
迎
え
る

専
大
と
韓
国
・
檀
国
大
学
と

の
合
同
研
究
会
が
１１
月
１５

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
∥
写
真
。
こ
の
交

流
会
は
、
国
際
交
流
協
定
校

と
の
関
係
に
お
い
て
、
学
生

間
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
教

員
間
の
積
極
的
な
交
流
が
企

図
さ
れ
て
、
２
０
０
８
年
に

社
会
科
学
研
究
所
が
中
心
と

な
り
産
声
を
あ
げ
た
。
数
年

前
か
ら
は
経
営
研
究
所
も
開

催
運
営
に
加
わ
り
、
両
校
が

毎
年
交
互
に
ホ
ス
ト
を
務
め

て
い
る
。
昨
年
は
本
学
の
両

所
員
十
数
人
が
檀
国
大
学
の

竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、

合
同
研
究
会
が
開
か
れ
た
。

今
回
の
統
一
テ
ー
マ
は
、

「
革
新
を
起
こ
す
ア
ジ
ア
の

経
済
と
経
営
」
。
冒
頭
で
村

上
俊
介
社
会
科
学
研
究
所
長

と
蔡
�
錫
経
営
研
究
所
長
が

挨
拶
を
し
、
本
学
か
ら
は
橋

田
洋
一
郎
准
教
授
（
報
告
テ

ー
マ
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
間
嶋
崇
准

教
授
（
同
「
経
営
倫
理
研
究

の
最
近
の
動
向
」
が
、
檀
国

大
学
か
ら
は
キ
ム
・
ジ
ュ
テ

教
授
（
同
「
グ
リ
ー
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
と
ポ

ス
コ
の
事
例
へ
の
応
用
」
）

と
ソ
ン
・
ソ
ン
ジ
ン
助
教
授

（
同
「
管
理
会
計
の
研
究
動

向
と
今
後
の
課
題
」
）
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
各
報

告
者
に
対
し
て
ヤ
ン
・
ゾ
ン

ゴ
ン
教
授
と
イ
ム
・
サ
ン
ヒ

ョ
ク
教
授
、
本
学
の
柴
田
弘

捷
名
誉
教
授
と
山
﨑
秀
彦
教

授
が
務
め
た
。
最
後
に
イ
ム

・
サ
ン
ヒ
ョ
ク
檀
国
大
学
経

営
学
部
長
が
謝
辞
を
述
べ
て

閉
会
と
な
っ
た
。

研
究
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
、

日
韓
の
経
済
や
経
営
に
関
す

る
異
同
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

研
究
会
終
了
後
は
馬
塲
杉

夫
経
営
学
部
長
の
挨
拶
で
懇

親
会
が
開
か
れ
、
研
究
の
枠

を
越
え
た
深
い
親
睦
の
場
が

設
け
ら
れ
た
。
合
同
研
究
会

や
懇
親
会
を
通
じ
て
、
教
員

だ
け
で
な
く
、
卒
論
報
告
会

や
共
同
研
究
な
ど
、
学
生
間

の
研
究
交
流
の
場
を
創
造
す

る
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
も
出
さ
れ
て
い

る
。協

定
校
と
の
新
た
な
関
係

を
模
索
す
る
足
が
か
り
に
な

る
よ
う
、
毎
年
、
本
研
究
会

が
発
展
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
（
社
会
科
学
研
究
所
・

経
営
研
究
所
）

収 入 の 部

補正後予算額

１９，７００，４７９，０００

９７０，７６１，０００

１１０，９００，０００

１，４５０，２３５，０００

１，４３６，７１４，０００

１３，５２１，０００

０

２６７，４１８，０００

２０１，６２０，０００

５０５，５２７，０００

４８８，７５１，０００

２，１００，０００，０００

３，９９８，９８６，０００

２，３６３，４７９，０００

△ ４，６６４，８３４，０００

２７，４９３，３２２，０００

６，７８１，３８２，４２１

３４，２７４，７０４，４２１

補正予算（増○減△）

△ ５１，１８９，０００

０

０

△ ３３２，７５５，０００

△ ３３０，０５５，０００

０

△ ２，７００，０００

○ ３８，８６５，０００

○ １，６２０，０００

○ １０，３６２，０００

○ １１４，４１１，０００

○ ７００，０００，０００

０

○ １６３，４３９，０００

△ ３２７，３８３，０００

○ ３１７，３７０，０００

○ ３７６，３４９，５７３

○ ６９３，７１９，５７３

当初予算額

１９，７５１，６６８，０００

９７０，７６１，０００

１１０，９００，０００

１，７８２，９９０，０００

１，７６６，７６９，０００

１３，５２１，０００

２，７００，０００

２２８，５５３，０００

２００，０００，０００

４９５，１６５，０００

３７４，３４０，０００

１，４００，０００，０００

３，９９８，９８６，０００

２，２００，０４０，０００

△ ４，３３７，４５１，０００

２７，１７５，９５２，０００

６，４０５，０３２，８４８

３３，５８０，９８４，８４８

科 目

学生生徒等納付金収入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

国 庫 補 助 金 収 入

地方公共団体補助金収入

学術研究振興資金収入

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 収 入

事 業 収 入

雑 収 入

借 入 金 等 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

当 年 度 収 入 合 計

前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

支 出 の 部

補正後予算額

１４，２４５，９２７，０００

５，６６６，０８９，０００

１，６００，４６６，０００

６，７１１，０００

７４３，３２０，０００

３，６２８，４８６，０００

１，３５２，７７１，０００

６１３，０８０，０００

１，４５８，５２３，０００

１５０，０００，０００

△ １，５９１，３６５，０００

２７，８７４，００８，０００

６，４００，６９６，４２１

３４，２７４，７０４，４２１

補正予算（増○減△）

○ ３３，９９４，０００

○ ３４９，５５５，０００

○ １２７，７０９，０００

０

０

○ ２８４，０７９，０００

△ ３２，０９０，０００

○ ７９，０００，０００

△ ２２，０８５，０００

０

△ ５３，７２７，０００

○ ７６６，４３５，０００

△ ７２，７１５，４２７

○ ６９３，７１９，５７３

当初予算額

１４，２１１，９３３，０００

５，３１６，５３４，０００

１，４７２，７５７，０００

６，７１１，０００

７４３，３２０，０００

３，３４４，４０７，０００

１，３８４，８６１，０００

５３４，０８０，０００

１，４８０，６０８，０００

１５０，０００，０００

△ １，５３７，６３８，０００

２７，１０７，５７３，０００

６，４７３，４１１，８４８

３３，５８０，９８４，８４８

科 目

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

[ 予 備 費 ]

資 金 支 出 調 整 勘 定

当 年 度 支 出 合 計

次年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

消 費 収 入 の 部

補正後予算額

１９，７００，４７９，０００

９７０，７６１，０００

２６１，０００，０００

１，４５０，２３５，０００

１，４３６，７１４，０００

１３，５２１，０００

０

２６７，４１８，０００

５０５，５２７，０００

４８８，７５１，０００

２３，６４４，１７１，０００

△ ５，０２０，７３５，０００

１８，６２３，４３６，０００

補正予算（増○減△）

△ ５１，１８９，０００

０

０

△ ３３２，７５５，０００

△ ３３０，０５５，０００

０

△ ２，７００，０００

○ ３８，８６５，０００

○ １０，３６２，０００

○ １１４，４１１，０００

△ ２２０，３０６，０００

△ ９２，９６９，０００

△ ３１３，２７５，０００

当初予算額

１９，７５１，６６８，０００

９７０，７６１，０００

２６１，０００，０００

１，７８２，９９０，０００

１，７６６，７６９，０００

１３，５２１，０００

２，７００，０００

２２８，５５３，０００

４９５，１６５，０００

３７４，３４０，０００

２３，８６４，４７７，０００

△ ４，９２７，７６６，０００

１８，９３６，７１１，０００

科 目

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

補 助 金

国 庫 補 助 金

地方公共団体補助金

学術研究振興資金

資 産 運 用 収 入

事 業 収 入

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基 本 金 組 入 額 合 計

消 費 収 入 の 部 合 計

消 費 支 出 の 部

補正後予算額

１４，４０４，７６２，０００

７，８８０，３８７，０００

１，８１１，８０４，０００

６，７１１，０００

８２，８９５，０００

１５０，０００，０００

２４，３３６，５５９，０００

５，７１３，１２３，０００

３２，９５５，９３５，０００

３８，６６９，０５８，０００

補正予算（増○減△）

○ ４３，６８３，０００

○ ４３４，６７８，０００

○ １３７，５７８，０００

０

○ ７６，６６４，０００

０

○ ６９２，６０３，０００

○ １，００５，８７８，０００

△ １，７９１，９５７，０００

△ ７８６，０７９，０００

当初予算額

１４，３６１，０７９，０００

７，４４５，７０９，０００

１，６７４，２２６，０００

６，７１１，０００

６，２３１，０００

１５０，０００，０００

２３，６４３，９５６，０００

４，７０７，２４５，０００

３４，７４７，８９２，０００

３９，４５５，１３７，０００

科 目

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

借 入 金 等 利 息

資 産 処 分 差 額

[ 予 備 費 ]

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

翌年度繰越消費支出超過額

日
本
警
察
の
今
昔

第７回檀国大との合同研究会

活
発
に
情
報
交
換

法学研が初の市民講座法学研が初の市民講座

市
民
と
の
関
係
を
学
ぶ

▲ 質疑に応じる宮地准教授。左は白藤学部長

備考 １．消費収入の部「寄付金」には受贈・編入図書およびその他の受贈資産を含む。

２．消費支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究経費」と「管理経費」には、

それぞれ減価償却額を含む。

２
０
１
４
年
度
補
正
予
算

２
０
１
４
年
度
補
正
予
算

（単位：円）

（単位：円）

学校法人専修大学 ２０１４年度 消費収支補正予算書

学校法人専修大学 ２０１４年度 資金収支補正予算書

２０１４年４月１日から２０１５年３月３１日まで

２０１４年４月１日から２０１５年３月３１日まで

第５３２号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１５年（平成２７年）１月１５日（５）


